


鍋島家の藩主としての基礎を築いた藩祖鍋島鍋島家の藩主としての基礎を築いた藩祖鍋島

直茂公（1538直茂公（1538～1618）の没後400年を機に「藩祖鍋島1618）の没後400年を機に「藩祖鍋島

直茂公ゆかりの地」直茂公ゆかりの地」をめぐりまぐります。主な探訪先は、す。主な探訪先は、

まず８代鍋島治茂公により直茂公を祀るためにまず８代鍋島治茂公により直茂公を祀るために

創建された日峯社（現在の松原神社）、直茂公が創建された日峯社（現在の松原神社）、直茂公が

龍造寺隆信公の菩提寺として建立した宗龍寺を龍造寺隆信公の菩提寺として建立した宗龍寺を

見学。本庄地区では、直茂公の生誕地（胞衣塚）見学。本庄地区では、直茂公の生誕地（胞衣塚）

や、幼少期の直茂公が学問修業などでや、幼少期の直茂公が学問修業などで２年余２年余り

を過ごしごした梅林寺、直茂公寄進の石燈籠や鳥居がた梅林寺、直茂公寄進の石燈籠や鳥居が

残る本庄神社などを探訪。残る本庄神社などを探訪。朝鮮出兵で直茂公に朝鮮出兵で直茂公に

従い渡海した是琢和尚のいた泰長院、直茂公従い渡海した是琢和尚のいた泰長院、直茂公

寄進の石橋が残る與賀神社寄進の石橋が残る與賀神社もめぐりまもめぐります。す。

鍋島家は経直公の時代に鍋島から本庄に移った。天文鍋島家は経直公の時代に鍋島から本庄に移った。天文
7年（1538）、本庄館で鍋島清房公･華渓（龍造寺家純の7年（1538）、本庄館で鍋島清房公･華渓（龍造寺家純の
娘）の子として誕生したのが直茂公である。現在は胞娘）の子として誕生したのが直茂公である。現在は胞
衣塚があり、近くには日子神社が祀られている。衣塚があり、近くには日子神社が祀られている。

江戸時代、鍋島家の崇敬厚かった與賀神社。三の鳥居江戸時代、鍋島家の崇敬厚かった與賀神社。三の鳥居
には藤女（直茂公室）による慶長8年（1603）の造立には藤女（直茂公室）による慶長8年（1603）の造立銘が銘が
あり、石橋の擬宝珠には県内最古の銘として慶長11年あり、石橋の擬宝珠には県内最古の銘として慶長11年
（1606）に直茂公が寄進した旨が刻まれている。（1606）に直茂公が寄進した旨が刻まれている。

明和9年（1772）、直茂公を祀るため8代治茂公により明和9年（1772）、直茂公を祀るため8代治茂公により
創建された「日峯社」にはじまる。直茂公没後200年に
あたる文化14年（1817）に祖父清久公と彦鶴（直茂公
室）を合祀。のち勝茂公のち勝茂公も合祀合祀されされ松原神社松原神社となっなった。た。

（0952）23-3-420000佐賀城佐賀城下探訪会下探訪会

平成29年度 文化庁 平成29年度 文化庁 
地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業地域の核となる美術館・歴史博物館支援事業

主催：さが城下まちづくり実行委員会（事務局：公益財団法人鍋島報效会主催：さが城下まちづくり実行委員会（事務局：公益財団法人鍋島報效会    徴古館）徴古館）

鍋島直茂公は義兄弟にあたる龍造寺隆信公のもとで鍋島直茂公は義兄弟にあたる龍造寺隆信公のもとで
武功を重ね、隆信公没後には国政をリードし、鍋島家武功を重ね、隆信公没後には国政をリードし、鍋島家
の佐賀藩主としての地歩を固めました。のちにその言の佐賀藩主としての地歩を固めました。のちにその言
行は武士道論「葉隠」でも回顧され、明行は武士道論「葉隠」でも回顧され、明和９和９年（1772）に年（1772）に
は直茂公を祀る日峯社が創建され、神となりました。は直茂公を祀る日峯社が創建され、神となりました。
直茂公没後400年を機に、藩祖としての業績と後世に直茂公没後400年を機に、藩祖としての業績と後世に
おける藩祖顕彰の様相を探る展覧会です。おける藩祖顕彰の様相を探る展覧会です。

【時　　間】 【時　　間】 9：30～16：6：00（終了時間は予定）終了時間は予定）

【集合場所】 徴古【集合場所】 徴古館（佐賀市松佐賀市松原2丁目5-22）-22）

お申込み方法お申込み方法

5月21日 藩祖鍋藩祖鍋島直茂島直茂公ゆかりかりの地の地日
平成２９年

電話・メール・徴古館ホームページの登録フォームにて受け付けます。電話・メール・徴古館ホームページの登録フォームにて受け付けます。
※お申込み時には、傷害保険加入のため、氏名･年齢･ご住所･お電話番号をお伝え下※お申込み時には、傷害保険加入のため、氏名･年齢･ご住所･お電話番号をお伝え下さい。さい。
※お申込みは、定員に達し次第、締め切ります。（定員100名）※お申込みは、定員に達し次第、締め切ります。（定員100名）

徴古館徴古館

開催要項開催要項

松原神社松原神社 與賀神社與賀神社

直茂公生誕地（胞衣塚）直茂公生誕地（胞衣塚）

【参 加参 加 費】費】 資料 資料代500円500円
【持　　参】 【持　　参】 昼食・飲料水などは各自持参昼食・飲料水などは各自持参

平成29年5月29日～7月29日（日・祝休館／入館料300円）

江戸時代の古地図などを掲載した冊子を片手に、解説を聞きながら楽しむまち歩きです。江戸時代の古地図などを掲載した冊子を片手に、解説を聞きながら楽しむまち歩きです。
例年は9例年は9月～12月に開催していましたが、今年は5月に1回、12月に開催していましたが、今年は5月に1回、10月0月～12月に3回開催します。に3回開催します。

建
あた
を

あ
室）

事前事前の
ご予約ご予約が
必要です必要です

※10月以降の開催要項は、8月ごろにホームページやチラシ、メールマガジン等で発表します※10月以降の開催要項は、8月ごろにホームページやチラシ、メールマガジン等で発表します

直茂公は小城の千葉氏の養直茂公は小城の千葉氏の養子となったのちとなったのち本庄に本庄に
帰り、梅林庵で手習いや学問などを2年余り修養した。り、梅林庵で手習いや学問などを2年余り修養した。
江戸後期には当寺に楠公父子像が安置され、嘉永3年江戸後期には当寺に楠公父子像が安置され、嘉永3年
（1850）から楠公祭が行われた。（1850）から楠公祭が行われた。

梅林寺梅林寺

URLURL
 http://www.nabeshima.or.jphttp://www.nabeshima.or.jp
info@nabeshima.or.jpinfo@nabeshima.or.jp

（0（095952）23-3-42420000（公益財団法人鍋島報效会）（公益財団法人鍋島報效会）

長崎自動車道 佐賀大長崎自動車道 佐賀大和Ｉ.Ｃ和Ｉ.Ｃ.から、市街方面へ、市街方面へ
車で車で約２０分
佐賀駅バスセンターから、 市営・昭和・祐徳の佐賀駅バスセンターから、 市営・昭和・祐徳の
各バスで各バスで「県庁前」または「佐嘉神社」下車「県庁前」または「佐嘉神社」下車
ＪＲ佐賀駅から、県庁方面へ徒歩Ｒ佐賀駅から、県庁方面へ徒歩約２０分

交通交通アクセスセス

お問い合わお問い合わせ・せ・お申込みお申込み

駐車場あります（割引あり）
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集合場所

鍋島直茂公没後400年記念

藩祖鍋島直茂公藩祖鍋島直茂公と日峯社日峯社
徴古館  関連企画展徴古館  関連企画展

info@nabeshima.or.jpinfo@nabeshima.or.jp
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